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真田氏４代城主の信政
が宿割のために設置し、
その後は城主の鷹狩り
や休憩場として使われた
といわれる。開宿当時に
描かれた略絵図が残さ
れており、高平堰

せ き

を利用
した水車小屋が見られ
る。樹齢400年の五葉マ
ツが南側にそびえ立つ

高
た か ひ ら

平の書院と五
ご よ う

葉マツ－白沢町高平－　

　　　　　　　　 （平成22年８月号・49回）　
歴史

沼田を最後に治めた土
岐氏の沼田二代藩主頼
熈の筆による絵が神社
本殿内に残されている。
大岩の岩場にとまる眼
光の鋭い白タカは見応
えがある。頼熈は詩歌、
書、武芸に優れ「錦川」
の雅号を持つ文化武人
の藩主であった

土岐頼
よりおき

熈公の絵 －中町・須賀神社－　

　　　　　　　　 （平成22年12月号・53回）　
絵画

地域の繁栄を願う祭り
「エーチョ（栄長）」が
11月15日に武尊神社で
行われる。餅を膳にの
せて「今年もエーチョ、
来年もエーチョ･･･」と
唱えて回り、その後は未
就学の男の子を「エー
チョ、エーチョ」と胴上
げし、成長に感謝する

武
ほ た か

尊神社のエーチョ祭り－利根町園原－　

　　　　　　　　 （平成24年11月号・76回）　
祭礼

子持山山頂近くの巨大
な岩窟にある浅い線で
描いた「爪書き不動」。
空海が彫ったといわれ、
顔をやや左に向け、眉を
つり上げる。頭の上に炎
を備えた憤りの姿で、右
手には宝剣、左手には
縄を持ち、岩座に踏ん
張り立つ姿のようだ

お子持ち様の爪書き不動 －屋形原町－　

　　　　　　　　 （平成30年７月号・144回）　
石像物

推定樹齢1,500年、幹の
周り約８m、高さ14mに
達し、世界遺産登録を目
指す県の絹産業遺産の
１つで国指定の天然記
念物。真田氏改易後、前
橋藩の高須隼

は や と

人が行っ
た検地の標木になった
といい、養蚕の神木とし
てもあがめられている

薄根の大クワと利根風穴 －石墨町－　

　　　　　　　　 （平成21年６月号・35回）　
名木

　
30

歳
で
仕
事
を
辞
め
、
地
元
沼
田
へ
。

石
像
が
持
つ
背
景
な
ど
も
調
べ
る
よ
う
に

な
り
、
地
元
の
文
化
や
民
俗
、
信
仰
な
ど

つ
い
て
も
見
識
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
６
年
、
市
の
広
報
紙
で
市
内
の

歴
史
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
を
受

け
、
同
年
８
月
号
か
ら
連
載
を
開
始
。
第

１
号
と
な
る
栄
町
の
「
銀
名
水
」
は
、
人

が
住
み
始
め
た
１
５
０
０
年
代
に
湧
き
出

た
と
さ
れ
、
今
で
は
利
根
実
業
高
校
が
所

有
す
る
水
田
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
一
般
的
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
歴
史
に
つ
な
が
る
文

化
遺
産
を
中
心
に
、
沼
田
・
白
沢
・
利
根

地
域
と
各
方
面
に
わ
た
っ
て
紹
介
。
金
井

さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
専
門
用
語
の
使
用

は
控
え
て
、
女
性
や
子
ど
も
、
歴
史
に
詳

し
く
な
い
人
で
も
分
か
り
や
す
い
執
筆
を

心
掛
け
「
市
民
が
『
こ
こ
に
行
っ
て
み
た

い
』
『
今
通
っ
た
と
こ
ろ
は
広
報
紙
で
紹

介
さ
れ
て
い
た
』
と
、
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
現
在
は
、
市
が
毎
年
秋
に
開
催
す
る
歴

史
講
座
の
講
師
や
利
根
歴
史
散
歩
の
会
利

根
沼
田
支
部
の
会
長
を
務
め
、
各
地
を
案

内
し
て
い
ま
す
。
人
形
を
指
で
操
る｢

沼
須

人
形
芝
居
保
存
会
あ
け
ぼ
の
座
」
の
公
演

活
動
も
行
い
、
人
形
の
頭
は
市
重
要
民
俗

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
井
さ

ん
は
「
沼
田
に
は
他
の
観
光
地
に
負
け
な

い
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
に

あ
る
身
近
な
文
化
遺
産
に
触
れ
て
奥
深
さ

を
感
じ
、
培
わ
れ
た
歴
史
の
価
値
を
再
認

識
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

金井さんと振り返る

歴代ぬまた歴史探訪

部門別５選部門別５選

早速出掛けてみよう
早速出掛けてみよう

全185回の中から、金井さんが

印象に残っている文化財など

を分野・地区ごとに紹介します

　
「
広
報
紙
で
１
番
の
お
気
に
入
り
」

「
実
際
に
行
っ
て
き
た
」
と
市
民
か
ら
人

気
が
あ
る
「
ぬ
ま
た
歴
史
探
訪
」
。
市
文

化
財
調
査
委
員
の
金
井
竹
徳
さ
ん
が
市
内

の
歴
史
を
く
ま
な
く
紹
介
す
る
毎
月
の
連

載
は
、
今
月
で
１
８
５
回
に
な
り
ま
す
。

　
金
井
さ
ん
は
専
門
学
校
進
学
で
上
京

し
、
出
版
社
に
就
職
。
写
真
部
に
所
属
し

社
会
派
を
中
心
に
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　
歴
史
と
の
出
合
い
は
、
24

歳
で
石
像
の

担
当
と
し
て
全
国
各
地
を
回
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
。
慈
愛
に
満
ち
た
り
素
朴
で

豊
か
だ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
表

情
や
石
の
心
を
感
じ
な
が
ら
撮
る
う
ち
に

惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
水
な
ど
の
災
害
に
も
び
く
と
も
せ
ず
に
残
さ
れ
た
諏す

わ訪
石
（
沼
須
町
）
の
前
で
、
笑
顔
を
見
せ
る
金
井

さ
ん
。
幼
少
時
代
の
遊
び
場
で
も
あ
っ
た
と
い
う
（
広
報
ぬ
ま
た
平
成
19

年
11

月
号
・
16

回
に
掲
載
）

記
念
す
べ
き
１
回
目
の
銀

ぎ

ん

め

い

す

い

名
水
は
裏
表
紙
に
掲
載
（
平
成
18

年
８
月
号
）

【
写
真
上
】
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
伴
い
、
歴
史
探
訪
を
よ
り
詳

し
く
解
説
（
平
成
21

年
12

月
号
）
【
下
】
紙
面
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
化

と
レ
イ
ア
ウ
ト
刷
新
。
地
図
付
き
で
案
内
し
、
季
節
に
応
じ
て
変
化

す
る
金
井
さ
ん
の
服
装
に
も
注
目
（
令
和
２
年
５
月
号
）

特
集

　金
井
竹
徳
さ
ん

　歴
史
探
訪
執
筆
15
年

　
 

沼
田
の
歴
史
に

　

 
奥
深
さ
を
感
じ
て

　
文
化
財
や
隠
れ
た
名
所
な
ど
沼
田
の
歴
史
を
紹
介
す
る

広
報
ぬ
ま
た
の
連
載
企
画
「
ぬ
ま
た
歴
史
探
訪
」
は
今
年

で
15

年
。
こ
れ
ま
で
を
金
井
さ
ん
と
振
り
返
る
と
と
も

に
、
市
内
に
あ
る
歴
史
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
ま
す
。

２


